
≪縄えの響〉

範米今峨洒「飽えの響」は

「亀の尾」という貴重な洒米

と「越漢則 で造られたとても存

在感のあるお洒です。口の中で

ころころと、ころがしていただくと「お

いしい !」という言葉が聞かれま

す「亀の尾」のお米の旨さが未

直に出ているお洒です。

いつもありがとうございます

鎖雖. . . .

(越え翔 )

「縄:えの響」の生原酒で

す。旨水があり落ち着い

たオ諄な香りのお酒です。
「亀のん」の米からの旨

みが独特の存在感のある

お洒に仕上がっています。
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(雪の上には冬の間の訪閂者の足跡が)

(― ロ メ モ 〉  亀 の た
「亀の尾」は、コシヒカリ、ササニシキ、五.百

万石等の祖先にあたり、洒米としても優れ、食

しても旨いことから全国に広より洒米ベスト3

に数えられていました。

しかし病害虫に弱く、倒伏 しやすく、収穫量が

少ないことから次第に姿を消し、々の米と言わ

れるようになりました。

職 夭翔 飩米今醸生原酒」に使用されてい
る「亀のん」は十日町で契約栽培していただい

ているものです。       3月 26ロ
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